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口
( 1 )

① 与式 = - 3 + 7

=

② 与式 = 6 x - 3 tx - 4
= 7x - し7
mm

10xy
2

× 2x
③ 与 式 =

5 g
= 4xYmmm

④ 与式 = ピー 16 - (x ー 6xt 9 )

= ピー 16 - x + 6x - 9
= 6 x- 25mmmm

(2) 解 の 公式 より
- 1 ±√ P - 4 × 1 × (-5 )

C =

2 × 1

=

- IN 2T
2

mmm

(3 )
3

x t 5 y7500 mmm
～

14 ) Y は x に反比例 するので ､ x とおくと
､

x = - 6
. Y =4 だから



4 =
a

.
. a = -24

- 6

よって ､ーにこ 3 を 代入 して

3 = _

4
⇐ x = 一⑭

x

=
- 8
mm

( 5) 2つのさいころを 投げるときの 出る 目 は 6 × 6 =3点
通り
m

A の 出 る 目 フ B の 出 る 目 となるのは
CA の 出 る 目 ｣ Bの 出 る 目 ) = ( 6 . 5 ) , ( 6 , . 4) , (6 .3 ) .

(6
,

2)
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.
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,
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.

(4
,

1 )

( 3
,
2 )

.
(3 . 1 )

(2 . 1 )

の 15通り
mm

よって 求 める確率は

淨



(6 )

章 ⇒
B… …

…

…｡
G A

1

OABC を BC
を

軸として回転 させた 立体は ､
右上 の 国 のようになる ｡

点 A から BC に 乗線 を 下ろした足を O とすると
､

OABC は 二等辺三角形だから ､
BO = OC : . B 0 = 3cmmmuum

OABO で 三平方 の定理より

A 0 : √5-
)

“ √25 -
9

m

= 4
～

=｢O = 4

よって ､ 求 める体積 は

出 ×皆 π×急 メ B × 2 = 32 πcmmmm
AO AO BO



(7 )
の LABP = LCPB より

②
A メ

① 点 P は LABCの 二等分

同 線上 にある

B )
λ

c
② BPICP より Cを
通りのの 直線 に垂直な
線を 描く ､

のと② の 交点 が P である

(8 )

①

ア : 範囲 = 最大値一最り ､値

1組の 範囲 = 18 - 3 = 15典
2組 の範囲 = 17 - 4=

よって 範囲 は 1組 の 方 が 大きいので 誤り

①
← 第 1四分位数

1 組 の 第 1 四分位数 は 5 冊 なので正 しい



⑨ : 2組 のデータは 以下 の通り
37人

00 の 0000000000の 00000000000000,
0 iハ

18人 1斷
18人中央値

箱 ひげ 国 より 2組 の 第 3回分位数は 13冊 と 14冊 の

間 だから ､
上 の 国因より 14 冊読 んだ生徒 は 9人 いふ

よって 正 しい

エ : 1組 のデータは ､ 以下 の 通り
36人 ⑦⑨

2000000000800 ,000 ~ 0 ,' 00000!1
四分位数=13冊18人 議 18人

中央値

1組 のデータより ⑦= 12冊 ､ ①= 14冊 のとき
､
第 3四分位

数は

12 + 14
= 13冊

2

となるが ､ このとき3冊 を読んだ生徒はいない
よって 誤 り

､



②太郎 さんの 選 び 方だと ､ 他の 組 や 学年 を
無作為に 選 んでいない｡ ( 3年 1組 のデータに
偏 っている ) ｡
よって ､ A 中学校 の生徒を

無作為に選ん心
いないから ～

～

②
( 1 )

あ 左国 のように OABC を考える
円 の 半径 は 1 cm だから

､

AB = 2 ,
BC = 2

.

CA = 2
A 1

:で , となり
､ OABC は正海形 である

｡

H c

: ｢
C から AB に 垂線 を 下 ろした 足をB1

H とすると ､

AH = BH

より AH = 1

OAHCで 平方 の 定理 より

CH = N2
ー

= √ 4 -
T

=√ 3

国 より a = CH だから a

=Bcmmm



⑪
のより CH =√ 3 cm であり ､国 より

b = 半径+ √ 3 t 半径
A

c
= 1 t B 1

HT ぃ

Y ' B = 2+√3cmmmum

③
な国 のように LABC とOADE

を 考える
｡

D A から BC に 垂線を 下ろした丹

8
\

足を H
.

H A から DE に垂線を下ろした:｡ 炎 1

足 をH とする
｡

ーー ℃

OABC で

AB = BC = CA = 半径 + 直径 + 直径 直径 t半径
= 1 け 2 × 2 + 2 t 1

= 8 cm

同様 に

AD = DE = EA = 8 cm



よって ､ OABH で平方 の定理 より
ー

AH =√ 8'-
4 ~)

?ミ √64

-+= 4B= 4√3 cm

同様 に LADH
で 三平方 の 定理より
ー

AH ' =√ 82 - 42
ー

= 4 √3 cm? ミ√6淵
= 43

よって

HH
'

= 43 + 4√3
= 8√3 cm
～

よって

C = 半径 + 8B +半径
0
B ｡D

= 1 9 83 + 1

1

= 2 tfBom
～トH ∞ H

A

×8
｣3

ピ oE

②
上 から横 に 8個

､ 7個 …
と 6 列に 並べたときの 国因 は

なのようになる
｡



心 な 国 より
@

⑨ d = 1 + 5at 1

d ! = 2 + 5a

↑a
翅

(いのあより a =√B
v

v 兇
⑩ だから

d = 2 + 5√3

よって ､ 上から 6 列並 べた 円 の上端から下端 までの
長 さは 2 + 53= 2 + 5 × 1 . 73を 計算して､ 10

.
65 cm

となるので
､ AB = 10 cm より 大 きい ｡

よって ､ 太郎 さんの 考えは正 しくない

(2 )

例目
､

3 列目
､
5列目

,

… は

円 の 数 が 7個 (奇数列 )

2列目
､ 4 列目

.
6 列目

､

… は

円 の 数 が 6 個 (偶数列 )

( i ) n が 偶数 のとき
～～

7 + 6 + 7 t 6 + … + 7 + 6
レ × 3 4 … n-1 n

殖 習 殖 殖 殖 殖
奇数列 が ② 列

｡
偶数列 が 主列 あるから

､



円 の 合計 は

7 × I - 6 × ② = 3 n 個…
～

( ii ) n が 奇数のときmmmnw

7 + 6 + 7 + 6 + … + 6 + 7
レユ 3 4 … n-1 n

習 習 質 殖 殖 殖

奇数列 が 苦列 ､偶数列が 一に列

あるから ､ 円 の 合計 は

7 ×芝 + 6 ×告 =

7nt 7 + 6 n - 6

2

=号 n 上個 ～
～

③
い )

Y= 出 x において ､
x = 6 のとき

Y の

｡

変域
9

…
…

: 出 x 62

U “ 上人 36
= 9燾 よっ て ､ 左国より Y の変域 は

-4 し 6 0 ≡ Y ≤ 9
mmx の 変域



(2 ) ①

P が A → B と 動 くとき
､

P
ぃ な 国 より LOCP の 大きさは

榑

1 大きくなる ｡ よって点
｡

P

(

②

OP の 長さが最短 となるのは

ABIOP のときである
｡

1 このときの P を Pとすると ､
P →
や . A → Pまでは OP の 長 さが

小さくなり ､
P

' → B では OP
～～

～

長さが 大きくなる
｡
よって木
～

～～

(3 )

点 B の 座標 は () より B ( 6
.
9 )
m

1 点 P の x座標 をとすると ､

左より｡ BCP の 面積 は

\
義章
'

9
上 , 9 × ( 6 - t )

ー
6 t､√ これが 21 となるので

､

6



1 × 9 × 16 - t) = 21

⇒ 54 - 9 t = 42

水 _ 9t = ー 12

った
よって ､ 点 P の x座標 は急
(4 )

0 ODE と OOAB において ､

ABIDE より 同位角 が等 しい

から
7 @ E LODE = LOAB ーの

7

LOED = LOBA ー⑩
の､
(
o ⑦ D より 2組 の 角 がそれぞれ
\

等 しいので
､
OODE ∞ 0OtB

.

OODE = 1400 AB より

OODE : 0 OAB = に 16 (面積比 )

また 相似比 は OD : OA であり
､

相似な 国困形 の

相似比 は ､ 面積比 の 2 乗 に 等 しいから

OD :OAmmm =T : ｢T6

= に 4
mm



D から x軸に垂線を 下 ろした

足 を D
"

A からx
軸

に垂線を 下 ろした
7 QE 足を Aとする

>

D ODD
'

と GOAA
'

において
､議 DD' YAA 'より 同位角 が 等 じ

ーの ､

A八盛 / ので

LODD: COAA 回
LOD

'

D = LOA
'

A ー②

⑨ ､ ② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

O ODD
'
CS OOAA

'

対応 する 辺 の 比 は 等 しいから

OD' :OA ' - OD

:
よって

､

OD' :OA = に 4
um

点 A の x 座標 は 一 4 だから

OD
'
= - 4 × 4
= - 1

よって D の x 座標は-1mmmmm

点 A は 二凶 x 上 にあり ､ x = ー4だから

: 必 × ( -4
)

= 4 . . A ( - 4
.4
)mmn



直線 OA の 式 を = ax とおくと ､ AC -404 ) を 通 る
から
4 = - 4 a : a = - 1

よって 直線 oA : Y-xmmm

点 D は 直線 OA : Y - 一 x 上 にあり ､
x = ー 1 だから

Y ニー (-リ
= 1 . . D- 1

.Dmm

直線 AB の 式 を = mxn とおくと ､ A ( -4. 4
). B (6 . 9 )

を通 るから
4 = - 4 m Tn

- 9 =6m
-5 = - l0m 平行な直⑨1 傾きは等 しい
m = ュ

よって ､ 直線AB の傾 きは 上 であり ､ ABIDE より
直線 DE の 傾きも 上 であ
～～

るしたがって ､ 直線 DE の
～

式 をま xtb とおくと ､ D レー) を 通 るから

に 上 x
( _+ 1 ) tb i . b

-ュ
3

よって ､直線DEの 式 は､ ま x
な～



丗
し)

OABF と OACD において ､

仮定 から

ぃ ィ AB= AC ーのの
① BF = CD ー②

婁
1 つの 円 に対 する 円周角 は等 しい

から
LABF =∠ACD 一③

① , ② , ③ より 2組 の辺 とその 間 の 角 がそれぞれ
等 しいから

OABF ≡ GACD (証明終わり )

(2 )

OABC は AB = AC の 二等辺
ー

a 三角形 だから
N 彳 LABC = LACB

<ACB = x とすると
､
三角形 の

く 内角 の 和 は 180
” だから

a t x t x = 1800

よって
2x = 180- a

1

. . x =90 - 2 a

unm



( 3 )

①

ノ () より OABF ≡ OACD だから
リ AF =AD

5
二 よって OAFD は 二等辺角形稲

う凸ーであるまた
､ OABF ≡ DADD だから
BF = CD .

: BF = 2cmmmm

よって FD = 4 cmmm
～

A から BD に 垂線 を 下 ろした 足 を P とする ｡

OAFD は 二等辺三角形 だから
FP = PD : . FP = 2cm , PD = 2 cm
wwm

OABP で 三平方 の 定理 より

AP =√5 =√25 - 10
ー

= 3cmmm
2 =｢9 = 3

OAPD で 三平方 の 定理 より

AD =√3
?

“ √ 9+
4

= V⑬
= Bcmmm



②

OABE と ODCE において
( AD に 対する 円周角 は等 しいから
⑤ LABE = LDCE 一 回
\
主

右 BCに 対 する円周角は 等 しいから
ー ⑤

\ LBAE = LCDE 一 D

⑦
､ ⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ

等 しいので ､ OABECSODCE

対応 する辺 の 比 は 等 しいから

AE : DE = BE : CE=凹2
よって

AE : DE =5
-

N

～ , BE : CE = 5
N

したがって AE = 5 x
.
DE =～
～

BE = 5 Y . CE - 2mmuun
とおくと

｡

5 x + 24 = 5 - 回 ⇐ AETCE = AC

2x t 5 Y = 6 -② ⇐ DET BF = BD

⑦× 2 - ②× 5 より
10 x t 44 = 1 0

- ) 10 x + 25 Y = 30

- 21 は = -20

Y =⑳



Y : ュO を 回 に 代入 して よって
､

5 x + 2 ×兆 = 5
AEun = 5 x

5 c = 5 - 2540
= 5 ×

2凸

=
凸 望 cm

21 mw

… が畿 ”よ

しいより OABF ≡ DACD だから ､

OABF点← ACD

と 面積 が等 しい

また ､ OACD と OAED において
､

底辺 をそれぞれ ACAE とすると
高 さが 等 しいので ､面積比 は

底辺比 と 等 しい ｡ よっ ､

OACD : LAED = AC : AE

= 5 :

35
21

= 21 : 13

したがって

13 × OACD = 21 × 0 AED



⇐ OACD =

1. OAED

DABF = LACD だから
､

OABF = B
1
, 0 AED

よってOABF の面積 はOAEDの億


